8-3-4　社会資本整備のあり方検討ＷＧ
1. 社会資本整備のあり方検討ＷＧの予算

予算： 1,500,000　円
2. 主な活動の記録

(1) 委員会の開催

委員会開催回数：9回
（企画委員会と同一日に開催）
(2) 委員会の活動経緯
平成17年度に企画委員会内に設置された「社会資本整備のあり方検討WG」は、当初は正式な専門委員会として活動を開始したものではなく、企画委員会委員の在京メンバーによる活動という形態をとった。平成17年度には、建設コンサルタンツ協会ホームページのうち、「建設コンサルタントという仕事」のページのリニューアル版を制作するとともに、平成17年11月には、三谷浩土木学会会長（当時）ならびに中村英夫武蔵工業大学学長をお招きして社会資本整備講習会を開催した。

この後、平成18年5月より、協会の正式な専門委員会として発足した。企画委員会委員全員をメンバーとし、これに建設コンサルタンツ協会インフラストラクチャー研究所研究員を加えて活動を行っている。

(3) 委員会の活動内容
当専門委員会は、中期行動計画の施策「4-1　社会資本整備のあり方の提言」を担当し、専門家集団としての社会貢献を果たすため、これからの社会資本整備のあり方について提言を行うことをミッションとしている。

これを踏まえて、年度当初（平成18年5月～7月）は、提言のテーマ、提言を立案するための具体的な進め方を中心に議論を行った。

これらの議論を踏まえて、8月の委員会において、平成18年度の活動方針を以下のように
定めた。

1 主テーマ：「生命を守る」

2 提言対象：一般国民

3 提言方法：A3版両面二折りのリーフレット発行

4 サブテーマ：以下のサブテーマを設定し、いずれも「生命を守る」ために社会資本整備が重要であることを提言
· 大雨、洪水から生命を守る

· 地震から生命を守る

· 土砂災害から生命を守る

· 交通事故から生命を守る

9月以降はサブテーマごとのグループ活動によってリーフレット原稿を作成することとし、委員会における審議を踏まえて内容の見直しや構成のブラッシュアップを図った。

最終的に取りまとめた4種類のリーフレット原稿は、平成18年度内に印刷したうえで、平成19年度に各地で開催される建設フェアー等において、建設コンサルタンツ協会ブースで配布することを想定していた。しかしながら、常任委員会における審議の結果、内容のさらなる充実が求められた。このため、平成19年度の活動において内容の充実を図った後に、印刷を行うこととした。

3. 次年度の活動について

平成18年度に着手した「生命を守る」をテーマとするリーフレット原稿の内容充実を図ったうえで、4種類の原稿を各10,000部印刷することを予定する。

その後、「生命を守る」に続く新たなテーマを設定し、社会資本整備の重要性を訴えるためのリーフレット原稿を作成する予定とする。
（社会資本整備のあり方検討WG委員長

見附　敬三）






